
マンディアノレグの戯曲『イザベッラ・モッラ』

一一演劇的フィアスコと「残酷演劇の理論をめぐって一一

松原 冬二

20世紀の幻想作家アンドレ ・ ヒ
。
エール ・ ド ・ マンディアルグ （1909 問1991)の45

余りにわたる作家キャリアは実に多彩で、あったといえる。1945年に出版された短篇集

『黒い美制強宮 Le Musee noid で、文壇デ
、

ピュ ーを果たし、つづく 51年出版の短篇集『狼

たちの太揚 Soleil des loupsJ によって幻想、短篇作家としての名声を確立したのち、50

年代にはイタリアを舞台とした2冊の小説、すなわち『大理石地rbrd (53年） と『海

Le Lis de med (56年） を出版し、60年代にはいって小説 『余白 Lama,gd (67 

年） が同年のゴンクール賞を獲得するなかで、長篇小説家としての声価も高めていっ

た。 彼のキャリア初期はかように長 ・ 短篇の小説が創作活動の核をにない、詩人とい
う彼の「忘れられた」側面は加にして 1）、 小説家としての肩書きが一般にマンデ

、

イア

ルグの名に結びついてひろく世に知られることになる。 その後もこの小説というジャ
ンルは、 生前の絶筆となる長篇小説 『すべては消えゆくおばdおparaftraJ (87年） に

いたるまで、彼の旺盛な創作意欲をそそぐ器としてもっとも多く 選ばれるジャンルと

なる。 しかし彼の霊感というきまぐれな酒はけっしてこの名器だけにそそがれたわけ

ではなく 、数こそ少ないが、創作のために彼が選んだ溶はもうひとつあったO それが

70年代以降の作家の創｛伴苦動に新境地をひらいた演劇（ 戯曲）とし 1うジャンノレである。
本論はマンディアノレグ研究にあって注目されることの少ない戯曲に光をあて、円熟

期をむかえた70年代以降の作家の文体が、演劇という閉じられた空間芸術と台詞だ

けで構築される特殊な表現形式のなかで、し 1かなるテクストを生みだしえたかを検討

する。具体的には戯曲としてのマンディアルグの処女作『イザ
、

ベッラ ・ モッラIsabella

脇1raJ (2幕、1973年） をとりあげ、16世紀の南イタリアで、実際に起こった女性詩

人イザベッラの悲劇がいかにして劇作への衝動を作家のうちに引き起こしたのかを
さぐり、そこからマンデ

、

イアノレグの詩論のアナロジーとして構造化されるこの作品が、

作家キャリアの前期と後期をわける70年代の初めにあえて劇作品というかたちで発

表され、上演されたことの意義について考えてみる。
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I. 演劇的フィアスコにみるf詩Jとしての戯曲と劇作家マンディアルグ

1) 『イザ＼ッラ・モッラ』彰嘩から上演まで
マンディアノレグが彼の処女戯曲『イザベッラ・モッラ』を刊行したのは1973年10

月である。 その前年の72年に彼はレオノ ーラ・カリントンの要請に従って、 ナサナ
エノレ・ホー ソーンの短篇を翻案したオクタヴィオ・パスのスペイン語の戯曲『ラパッ

チーニの娘 La Fi/le de RappacchiniJ をフランス語に翻訳・出版している。 マンディア

ルグはこの翻訳の作業をとおして、他者の作品ではあるが、はじめて戯曲のテクスト
を告らの手で執筆するという経験を得た。 この経験が作家を鼓舞し、 自作戯曲の執筆
へと駆り立てたことは間違いないだろう。 マンディアルグは『イザ

、
ベッラ・モッラ』

執筆について、 「2年間という図書館通いを除いて、 わたしは1972年の夏から同年の

12月31 日にかけて、 この戯曲を、 当初考えていた以上に、軽快（facilernent）かっ迅
速（rapidernent）に、 ただし作家の手になる戯曲ととらえられるような言葉使い、 ま

た言葉の濫用を避けることに全精力を傾けながら書き上げたのです刊と諮っているO

「斡｜夫かっ迅速にjとしづ言葉からは、入念に文体を仕上げるスタイリストとして知

られ、1冊の小説を書きあげるまでに数年を要する典型的な 「遅筆jの作家マンデ
、
イ

アルグにとって 3）、 この戯曲の執筆がいかに異例の創作翻験で、あったかがわかるO ま

たそれとともに後半のくだりでは、 作家の 「余技jとして自分の戯曲を角森穴されてし
まうことへの5齢、警戒心が示されており、彼が実際的な舞台上での上演を目的として、

観客（あるいは読者）と舞台（あるいはテクスト）のあいだに、 言葉の吟味を省いた
情動的で直接的な関係が生まれることにいかに心を砕いていたかがうかがわれるの
である。

実際、 マンディアルグはこの戯曲のテクストを校了したのち、 さっそく上演にむけ
た交渉を開始している。 白羽の矢が立ったのは、 当時すで、にセンセーショナルな舞台
で名声を博していた演出家ジャン＝ルイ・パローを中心とするらレノ ー＝バロ ー劇団
Cornpagnie Renaud鵬BarraultJ である。 マンディアルグはガリマール出版社に提出した

校正済みの原稿をバロ ーのもとに持ち込み、 そのテクストについての意見をもとめ、

舞台演出をもちかけている。 ほどなくその交渉はみのり、念願叶って翌年の74年4

月、 演出にバロ 一、 イザベッラ役に 「美青年のように力強く、 そして優雅なのjアニ
ー・デュペレ（Anny Duperrey）を配し、 パリのオルセー劇場（百1eatre d’Orsay）で初

演をむかえている。

2）演劇的フィアスコ

しかしこの初演は、 マンディアルグの演劇的野心に冷や水を浴びせるかのごとく、

きわめて辛株な劇評にさらされることになる。 拷問の場面、ルネッサンス期イタリア
のなかへの日本製のバイクの闇入、主演女優の脱衣シーンなど、伝統的な古典演劇と
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いうよりも信本の同時代のアングラ演劇につうじるような醜関を怖れぬ大胆な演出

で観客を驚かせたにもかかわらず、扇j評を担当した評論家の筆鋒はおもにこの演劇の

もつ 「文学的なj 静的側面に向けられた。 たとえば初演を観劇したマチュー・ ギャレ

による次の劇評を引用しておこう。 「イザベッラが生き、語ることのすべては、夢や

想像の産物である。 彼女は内的にしか生きておらず、そのエロティスムは知的なもの

でしかない（それにまた、灰めかし以上のエロティスムが前生するであろうか？）。

ところが、我々がオルセー劇場の美しい舞台で見たものは一一センスを疑う漫画が、
一連の身振りや愛撫がときに露骨に演じられ、幻想のすべてを吹き払ってしまってい

る。 テクストが何の役に立ったのか、それにこのように演出されなければならないの

だとしたら、あの質的な高さはいったい何だ
、
ったのかの」。ここで指摘されているのは、

テクストとしての戯曲と舞台上の演出とのあいだの帯離の問題である。 すなわち文学

テクストとして優れた戯曲であることは認めるが、それが舞台上に移されると途端に

テクスト執筆の段階で作者が意図した幻想の本質的な部分が失われてしまうとし 1う
わけである。 そのためギャレは、 f舞台芸術の要求にほとんど心を砕くことのない人

間が考えついた静的なこの作品を、演出によって生動あらしめねばならなかったのj

演出家ノ〈ローにたいする同情も表明している。 のちに再演を観劇したジルベール ・ シ

ャトーにも同じ口吻がみられる。 「おそらくは（しかしきっと） マンディアルグ氏の

登場人物たちは、『文学的な』爽雑物からはまだ完全に脱しきれていないのではない

か。〔・・うまた舞台上の役者たちも、語ることが困難であると感じたのではないだろ

うか。 まったくこれは職人の修行時代の問題なのだ。マンディアノレグ氏もりハーサノレ

や上演をとおして、すでに自覚されているに違いない円。 劇作家という 「職人jにな

るまえの修業日新勺の試作にすぎないと痛烈に断じている。 「作家の手になる戯曲とと

らえられるような言葉使い、また言葉の濫用を避けることJを念頭において執筆した

はずのこの戯曲が、皮肉にも、その高い文学性のゆえに糾弾される結果に終わったの

である 8）。

この 「演露IJ的フィアスコ（しくじり）Jの原器を 上演からおよそ40年後の2011

年に、ジエラール＝ドニ ・ ブアルシーは次の二点において分析しているO
「『イザベッ

ラ ・ モッラ』フィアスコの第一涼図、それはバローがすで、に数十年前の彼で、はなかっ

たことにある。 上演当時の彼は、ジル ・ サンディエ臼く 「パヲ人の趣味におもねり、

折衷的な才能を示すだけjの前主で、あったため、マンディアノレグを助けて『イザベッ

ラ ・ モッラ』の上演や演出をまかせるに最適な人材とは言えなかったので、はないだ
、
ろ

うか。 そして第二の原因は、当然ながらマンディアルグ本人に帰せられるのだ
、
が、そ

れは対話（dialogue） に関する点である。『イザ
、
ベッラ ・ モッラ』は、明らかに、物語

のコードから演劇のコードへの移行が困難で、あったことの痕跡をとどめている円。ブ

アルシーはまず、戦後の演劇界を席巻したパローの革新性も、70年代にはすでに下火

を迎えており、あたらしい演劇の波を支えるだけの創造力に欠けていた点、すなわち
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パロ ーの演出家としての力量不足をフィアスコの第一原因にあげ、ついでそこから一

転して劇作家としてのマンディアルグの 「対話Jにたいするアプロ ーチの問題を指摘
する。 すなわち戯曲としてのテクストの段階からすでに、 「演劇的コー ドj を踏襲し
た対話（あるいは台詞）への柔軟性に欠けていた点を問題視しているのである。 この

目はさきにシャトーが 「文学的jと評した部分と重なる。登場人物同士の 「対話J
によって支えられるはずの演劇作品において、とりわけアクションが少なく対話によ
って舞台が進行するこの『イザ

、
ベッラ・モッラ』において、生命線ともいえる対話の

文体的未熟を指摘されることは、駆け出しの劇作家として致命的な欠陥を露呈したこ
とを意味する。

3）自己超克としての演康トースベクタクノレから対話へ
しかし演劇的コー ドに合致する、いわば 「自然なj対話にたいする文体上の技何不

足は、この戯曲を執筆する段階においてすでにマンディアルグ本人によって強く意識
されていた部分でもある。『イザ

、
ベッラ・モッラ』上演直後の対談のなかで、 「あなた

はなぜもっと早く戯曲を書かなかったので、すか」としづ対談者の質問に答えてマンデ
ィアノレグは次のように言っているO

「あなたは『なぜもっと早く書かなかったのか』
とおっしゃりたいのですね。 わたしは、登場人物がほとんど会話することのない物語
作品をたくさん書いてきました。 彼らは、数ある他の小説家の作品におけるほど会話
をしません、その理由は間違いなく、わたしをフランシス ・ ポンジュや英国の行動主
義（behaviorisrne）の小説家たちの向類とし、わたしを行動（cornporternent）の作家と
みなさせる、この近視眼（rnyopie）のせいなのです。 それにもかかわらず、わたしは
つねに、情熱をもって演劇について考えてきました。 それはわたしにとって大事なも
のだ

、
ったので、すが・・・わたしはただの臆病者 なのです町。このマンディアルグ自身の

発言から、対話にたいする弱点をすでに自己認識していたことが諒解される。 ここで
マンディアノレグがポンジュ明子動主義の作家と自身を比較して 「近視眼j としづ言葉
をもちいているのも示唆的である 11）。 他の対談のなかで彼は 「いずれにせよ、わたし
は一気阿成に仕上げることができないのです。わたしは近視眼者（rnyope）のように、
ベンを握って非常に小さな点を、完全に納得のし 1く段階に仕上げるまで、何度も何度
も際限なく書き改めるのです。 一枚に書き加えすぎたら、それを丸めてゴミ箱に放り
込みます。 それゆえタイプ打ちの人に渡るわたしの原稿はほとんど修正されていない
というのが当たり前の状態なのです l刊と告白している。 すなわち作家マンディアル
グにとって、人間もふくめて外界はすべて描写するための対象（o対et）にすぎず、そ
れを 「近視眼者 」の視点で余すところなく外側から書き尽くすことで幻想的な世界像

がっくりあげられてゆくのである。 これほどはす話Jと対極にある文学観はないだろ
う。 しかしそれこそが、マンディアルグの幻想作品をもっともヌ ー ヴォー・ロ マンに
近づけている文体的特質なのである 13）。
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しかしそれで、はなぜマンディアノレグ
、
は自己の文体的特質とは背馳する戯曲という

難物に挑まなければならなかったのか。 まず、先の上演直後の対談のなかで彼自身が

認めているq意病jという自身の性格的鞘致がひとつの原因をなしたであろうと考え

られる。 すなわち臆病だ
、
からつねに 「情熱をもってj考えてきた演劇を作品化するこ

とに二の足を踏んできたのであるが、この臆病という性格を克搬するためにはあえて

戯曲としづ謝廉に挑まなければならないという克己の心理構造である。 しかしこの臆

病という性格はまた、彼の近視娘の文体（あるいは詳述の文体）を生む要因のひとつ

で、もあったO 彼は1969年のイヴ・ド・パイゼノレとの対談でこの点に関して次のよう

に語っているG 「わたしは自分の臆病さの中に安らぎがあると感じています。 わたし

は、自分が近視線のなかに引きこもっていると感じるのとまったく同じく、自分の臆

病さの中に引きこもっていると感じるのです。 実際のところ、わたしは人を認識した

くないのです。 臆病の状態にあるように、他者の手持哉別（non-reconnaissance）の状態

にあるのです、ただしそれはわたしの意忘とは関係なく起こります、また他方で、わ

たしは人生の諸状況にたいしてたいへん記憶力がよく、誰かに出会った状況も、その
人にそのとき起こったこともほとんどいつも思い出させるのですが、たいていの場合、

その人はその状況を覚えていないのです。〔…・〕間違な語りや、大衆を前にしての鷹

揚な話しぶりという新再についていうと、わたしのような多少とも吃音（begaiement)

を抱えている人間にとって、そこで、起こっているのは、臆病さと密接に関連したひと

つの現象なのです。 大衆を前にしたり、講演会に臨まねばならなかったりするとき、

あるいは0阿憂であれば舞台に姿をあらわすとき、俳優や講演者、あるいは夕食の席で

スゼーチをする人間で、あっても、つねに少しばかり孤立した状態にあるのです。 光の

下に姿をさらすと、彼の臆病さは絶頂に達します。 その瞬間から、彼の内に何らかの
ものが結実し、ある緊張感が精神の中にうまれるのです 1

4)J。 幼年時からの癌疾であ

る 「吃音 （どもり症）Jが彼に臆病な性格を賦したことは、作家告身が回想のなかで

たびたび語っている事実で、ある 15）。しかし彼は第二次大戦中の1943年に散文詩集『汚

れた歳月の中で Dans les annees sordided を自費出版し、自分が作家であることを照

りに告白した瞬間、この吃音とし 1う宿病から解放されたというエピソードもまた同時

に語っている。 「わたしは執筆を始め、必要あって、それを出版しました。 すると突

然、わたしのどもりがすっかりなくなったので、す l町、あるいはfわたしのどもりは

ほとんどと言っていいほどになくなってしまったO 書くことで、書いていることを隠、

さなくなったことで、わたしはふたたび言葉を取り戻したのだ
、
った刊と、作家とし

ての自己肯定がコンブ
。
レックス（心理的抑圧からくる吃音というヒステリ ー反応）を

解消するきっかけとなった経緯を述べている。 日々の生活において吃音に苦しめられ

ていたルイ・ジュ ーヴェもまた、演劇界に足を踏み入れると、それが消え去っている

ことに気付いたとし 1う。 創作とし 1う価値創造が、吃音という劣等感を相殺したのだと

考えることができるだろう。 書くことで、 「言葉を取り戻すJことで吃音を克服した
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マンディアルグも、それが要因となって性格に骨がらみとなった臆病としづ気質まで

は克服するにいたらなかったO 臆病者が自身の近視眼のなかに関じこもって完成させ

た文体を、こんどはその臆病としづ気質を克服するために、信分の外に向かう言葉す

なわち 「対話 」へと変換させねばならない。 ゴ
、
ンクール賞によって一般の認知をえて、

作家としてのキャリアの絶頂をむかえたマンデ
、
イアルグが、こうした自己の実存の問

題に直面して導きだした解決が 「戯曲（演劇）」というこれまで禁忌としてきた未知

のジャンルのなかに、吃者を克服した過去を再現するかのように、ふたたび自身の言

葉を賭けることだ
、
ったので、ある 18）。

とはいえ他者を前にした弓陪哉君rJJの状態や、 公衆を前にした 「孤立」の状態から

精神のうちに 「何らかのものjが生まれると断言する作家にとって、言語によるコミ
ュニケーションとはあくまで他者との外的対話ではなく、自己との内的対話のなかの

みに前主していたことは疑う余地がない。 詩的感動からしか創造は始まらないと公言

するマンディアルグにとって、詩（あるいは詩情）とはf限りなく結品体（eris凶）に

近い形式の中に、 ひとつの感動（emotion）を刻みこむこと町であり、 「一篇の詩は

思考の一点における言語の結晶化作用（eris匂llisation）の試み刊で、あったO またf詩

は、わたしが書くもの全体の拍車のようなものだ。 ときに、わたしの小説や短篇のあ

るものは、一篇の短い詩を足がかりにするときがある 21
)J とも告白しており、彼にと

ってあらゆる創作の原点にあるのはあくまでも個人的な感動をきざむf詩poesieJな

ので、あったO 齢60を超えた作家がこれまで、の自身の創作動機を劇的に変えることは

閤難であろう。 それゆえ演劇においてもまたこの 「詩 」からはじまる創作討すが適用さ

れていると考えることができる。 実際、マンディアルグは『イザベッラ ・ モッラ』上

演直後の対談のなかで次のように語っているO
「私は感動（己motion）に敏感です。 私

は自分の中にあるなんらかの感動に答えるためにしか決して仕事をいたしません。 私

は愛によってしか、賞賛のためにしかけっして批評することはありません。 この戯曲

は私自身の肖像なのです・..2:旬。すなわち感動によって自身のなかに結晶化した詩を、

戯曲という形式の型に流し込んでできあがった作品が『イザベッラ ・ モッラJである

と言っているので、あるO つまりはこれまで自身が実践してきた創作の方法論をそのま

ま演劇に適用しただけということになる。 マンディアルグの演劇的フィアスコの原因

をこのあたりに探ることはけっして誤りではないだろう。 すなわち散文や詩を執筆す

るための枠組みをそのまま演劇作品に適用したため、 シャトーのいうように、あまり

に 「文学的jな作品に仕上がってしまったので、あるO マンディアルグ自身もこの点に

は自覚的だ
、
ったと考えることができる。後年の対談のなかで次のように告白しているo

fわたしの書く対話（dialogues）は非常に文章的であります。〔一・〕わたしが演劇を

好むのは、なにより言語との関係においてなのです。 わたしはほとんど演出的なこと

を顧慮しません。〔・・・〕大事なのはテクストです。 わたしの戯曲をあえて演劇にしな

いということになれば、 それはまた一篇の詩になると言えます 23） 」。 この言葉がすべ
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てを要約していると言えるだろう。 先のフアルシーの表現を借りるなら、マンディア

ルグは 「物語のコー ドJを 「演劇のコー ドj に変換せずそのまま戯曲に適用したこと
で、すなわち 「演出的なことを顧慮せずj にテクストのみで舞台を組み立てようとし

たために、総合的な空間芸術である演劇作品としては失格の熔印を持されたのである。

しかしながら、70年代から作家のあたらしい活動領域にくわわった戯曲（結局生涯

で3作しか残していなしゆりの執筆は、マンディアノレグ本人に、たとえ劇作家として

の完全な成功をもたらさなかったとしても、少なくとも 「対話Jにたいする積極的な

意識の変革を促す結果となったO 死の3年前である 1988年の最晩年の対談のなかで、
マンディアノレグは過去を振り返って次のように語っているO

「演劇との接触はわたし

に多くをもたらしました。 実際もっとも初期のレシのなかで、わたしは登場人物たち

の会話に多大な困難を覚えていました。演劇作品を書くことでわたしは対話に熟達し

ました。 わたしの最近〔1987年〕の小説fすべては消えゆく』は、ほとんど全編が二

人の登場人物の間のディスカッションとしづ形式で書かれています 2
4)J。 たしかにマ

ンディアルグの初期の作品と晩年に近い作品とをくらべると、あきらかに登場人物同

士の対話を中心に展開する物語が増えていることに気付く（その最たる例が『すべて

は消えゆく』の第一章で展開する、芝居の割り台詞を千方領させるユゴーとミリアムの

地下鉄での対話であろう）。 そもそもマンディアルグの文学は批評家によって 「演劇

的Jと評されることが多く、つねに演劇（とりわけバロック演劇）との比較がなされ

てきた 25）。しかしそれはあくまで外面的な 「スベクタクノレjにたいする趣味で、あって、

攻守話j への関心ではない。 マンディアルグの作品を 「偽装的演劇悩釦e deguiseJ 

とみなした最初の研究者イヴ・ベノレジェも、それはあくまで 「連続する場SC初出（あ

るいは景協同ux）が通常の劇場的連続ではなく、絵画的連続であるとし 1うことj で

あり、この 「外在性の絵画Jは 「外的なスペクタクル、すなわち登場人物の動き、彼

らの動作、空間に宿る形体や色彩のみに関心を持ち、心理状態にはほとんど関心を払

わない。 形体と色彩に、内的世界を『表現signifiedさせねばならないのだJと喝破

している均。 「演劇との接触j を機に、『イザベッラ・モッラ』の執筆を境に、 「客体

(objet）としての登場人物Jが 「主体包ujet）としての登場人物Jへと徐々にシフト

していったのだ
、
と考えられるだろう。

マンディアノレグにとって演劇とはまず、 「行動主義」からの脱却と明意病j な性質

の克服という自己超克の手段で、あったO 3作という寡作な作品数から推しても、 マ ン

ディアルグは必ずしも劇作家として名を成そうとは考えていなかったに相違ない。事

実、演劇的フィアスコが戯曲にたいするマンディアルグの創作教を挫いたとは到底考

えられないし、 1981年に出版された彼の最後の戯曲『アルセーヌとクレオパトラ

Arsene et Cleopatrd は上演すらされていなし＼0 とするなら、（舞台で演じられる）演劇

作品としての側面から『イザベッラ・モッラJを分析することにはさほど意味はない

のかも知れない。 そうではなく、登場人物を主体としたマンディアルグ文学のひとつ
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の分岐点としてとらえ、 そこに結晶されたマンデ
、

イアルグの「詩 」 の本質を読み解く

ことのほうが、その後のマンディアルグ文学をとらえるうえで有効であると考えられ

るのである。

II.戯曲としての『イザベッラ ・ モッラJ

1）イザベッラ ・ モッラの悲康ト�迷めいた死の真相をめぐって

そもそもなぜマンディアルグはこの16世紀の女性詩人イザベッラ ・ モッラの悲劇

を戯曲として作品化しようと思い立ったのか。その発端となる出来事を彼は次のよう

に語っているO 「ある日わたしは、 ドミニク ・ フェルナンデ
、

スが彼の本『母なる地中

海脆r雌diterranee』のなかで、 ほとんど世に知られていなし 1小著『信仰と受難の英

雄列伝巧esdefoiet ゐpassionJ の作者であるイタリアの哲学者ベネデット ・ ク ローチ

ェについて書いた叙述に引きつけられました。 わたしはこの資料を読んでみました。

そこに収められていたルカーニア〔現パジリカータ州〕の女性詩人 (poetesse）イザベ

ッラ ・ モッラの伝記にとりわけ引きつけられました。彼女のたどった軌跡は、 すぐに

わたしを虜にしたのです 2勺。ドミニク ・ フェルナンデ
、

スが1965年に出版した『母な

る地中海』は、おもにイタリア南部4州（古代のマグナ ・ グラエキア）とシチリア島、

サノレデーニャ島をとりあげ、 ローマ以北の5者都市との文明格差を「南部問題 problemi

delMezzogiomoJ としてあつかった好著で、あるO その第二章「南部 SudJ のなかでフ

エノレナンデ
、

スは、「南部について語る人間たちのオフ
。
ティミズムJとは反対に、 南部

人には本質的に「懐疑主義、 自己への不満、 無益なアイ ロニーJなどを醸成するf不

幸への適正（gout du malheur）」が備わっていると指摘し、その象徴としてイザベッラ ・

モッラの生涯と作品を紹介している 28）。そしてブェルナンデ
、

スがイザ
、

ベッラの伝記を

記す際に参考にしたのが、 マンディアルグの言及するイタリア人哲学者ベネデット ・

ク ローチェの伝記物語集『信仰と受難の英雄列伝 Jlite di avventu陀 dijをdee di passiond 

(1935年）の第四章「イザベッラ ・ ディ ・ モッラとディエゴ・サンドヴァノレ ・ デ ・ カ

ストロ Isabella di Morra e Diego Sandoval de Castro J である 2
9）。作家自身の言葉からも

あきらかなように、 マンディアルグが戯曲『イザベッラ ・ モッラ』を執筆する際に伝

記的な事実にかんする直接的なソースとして利用したのが このク ローチェによるイ

ザ
、

ベッラの伝記物語である 30）。ク ローチェの記述をもとに、 マンディアノレグの戯曲の

骨格をなす16世紀の南イタリアで、起こったイザベッラの悲劇を以下に略述してみる。

16世紀前半、神聖 ローマ皇子任カル ロス一世（カール五世）の率いるスペイン軍とフ

ランソワ一世の率いるフランス軍がイタリアの領地をめぐって争っていた日新太美術

史的にはマニエリスム ・ バ ロックという新しい様式が生まれつつあるルネッサンス後

期の煉熟した芸術革命期、ときの法王ファルネーゼ家のパウノレス三世によって反宗教

改革のためのトレント公会議が開催され、 その後の血塗られた歴史の発端を刻んだ
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1545年にイザベッラの悲劇は起こったO モッラ家の歴史 はおもに、マノレカントニオ ・

ディ ・ モッラ（Marcantonio di Morra） すなわちイザ
、
ベッラの弟カミッロの息子である

マルカントニオが1629年にナポリで、出版した一族の歴史を綴った書『華麗なるモツ

ラ家の歴史 Familiae nobilissimae de Morra hおtoriaJl に基づいて再構成されている。
つまりはイザベッラの甥で、あるマノレカントニオの（おそらくは父カミッロから伝え聞

いた）証言のなかに、彼女の残酷な死についての顛末が語られているわけで、あるO

イザベッラの父ジョヴァン ・ ミケーレ ・ ディ ・ モッラ（Giovan Michele di Morra） は
イタリア南部ルカーニア地方（き晃パジリカー タ州） のブァヴァーレ（Favale） を領す

る男爵であり、この所領内で8人の子｛共に恵まれた。 上からマルカントニオ（甥の歴
史 書作者とは同名異人）、シど才一ネ、イザベッラ、デーチオ（Decio）、チェーザレ

(Cesぽe）、ファー ゼオ（Fabio）、カミッロそして妹ポルツィアの6 男2 女である（ク

ローチェは他の7人の兄弟妹が凡蔚な 「古代ローマ風の名前nomi dell’anti ca Roma J 

を与えられているのにたいして、詩人イザベッラのみが〔f美しきモッラbella MorraJ 

の韻律も心地よく響く〕 「ロマン派風の名前nomeぬmanticoJを与えられている点を

指摘している）。 フランス軍の将ロートレックの軍隊がスペインの支配するナポリに

侵攻した際、ジョヴァン ・ ミケーレは（本来の彼の義務であるはずの）皇帝軍に合流

せず敵国フランスに肩入れして便宜をはかった廉で、戦後の1533年にファヴァーレ

の封領をナポリ王国により没収され、次男のシピオーネとともにフランスのフランソ

ワ一世の宮廷に亡命する。 そこから彼は二度と戻ることはなかったが、彼の亡命から

数年後、ナポリでは彼を追求することが打ち切られ、彼の所領はそのまま長男マルカ
ントニオに返還されたO この領主不在のファヴァーレの地を舞台に、こののち弟たち

による姉の2惨殺劇が起こるのである。

現在で、はヴアノレシンニ（ぬlsinni ：シンニ渓谷の意） と呼ばれる16世紀のファヴァ
ーレは海抜250メ ートノレの高地に位置し、まわりを黒樫で覆われた海抜600 ～900メ
ートノレ級の山々に閉まれ、その急峻な断崖によって近隣から遮断され、まさに陸の孤

ともいうべき孤立する空潤をなしていた。 この陰欝な疎外された空間をイザベッラ

は詩のなかで可樹試の谷valle色合maJ、 「さびれて暗し＇ erme ed oscure J 「みじめでお

ぞましい地方 vi五e orride contrade J などと形容し、そこに生きる人 を々 「知性を欠い

た精神異常者gente訂泊onale, priva d’inge伊oJ と辛練に非難しつつ、この野生に支配

された寂れた空間から抜け出し、父のいる湖東されたフランス宮廷に自分を連れだし
てくれる 「紳士gentiluom泊iJの出現を夢見ては憂悶にふさぐ日々のなぐさめとする。

それゆえ 「彼女はスペインとフランスの関の戦争に翻弄されたが、心からフランスの
勝利を願った 31)J 0 しかし 「結局、念願の、あるいは夢見ていた救い、彼女が期待を
寄せていたフランスからの援助の手はけっして彼女に差し伸べられることはなかっ

た均j。
そこに現 れたのが、生粋のペトラノレカ主義の 詩人で、王付財務官としてコセンツァの

83 



マンデイアルグの戯臨『イザベッラ ・ モッラ』 一一演劇的フィアスコと「残酷演劇jの理論をめぐって一一

城主を務めていたスペイン人貴族ディエゴ ・ サンドヴァル ・ デ・カストロで、あったO

彼はファヴァーレからほど遠からぬボツリータ（Bolli鶴、現ノ ーヴァ ・ シーリNova Siri) 

の城を宰領する妻アントニア ・ カラッチョ ーロ（Antonia Caracciolo）に会う名目で、

足繁くこの城に通っていた。しかしその実、彼は妻の名義を借りてイザベッラに内通

の手紙を送り続けていたのである 33）。詩で、愛を綴ったこれらの手紙の仲介をしたのが

イザベッラの文学教師で、あったO しかしある日、幾篇かの詩篇をおさめ（二人のあい

だで詩篇以外のものが交わされたことはないとクローチェは断言する）、まだ未開封

のままに隠されていたドン ・ ディエゴ
、

からの手紙をイザ
、

ベッラの弟たち（デーチオ、

チェーザレ、ファー ピオ）が発見し、怒りに身をうちふるわせながら姉を詰問する。

「この人里離れた土地によって残忍かっ粗暴にしつけられた引3人の兄弟は、あく

までアントニア ・ カラッチョ ーロとの文通だ
、

と主張するイザベッラに耳を貸すことも

なく、仲介をつとめた教師を始末した後、即座に、情け容赦もなく姉のイザベッラを

短刀の一撃で殺してしまうのである。 イザベッラは享年25歳くらいで、あったD

ところでこの殺毅劇がたんなる痴情によるスキャンダルを動機とする殺人と異な

って奇妙なのは、イザベッラが、なんと「一度もjドン ・ ディエゴに会ったことがな

いとしづ事実である（少なくともその形跡はないとクローチェは強訴する）。 すなわ

ちイザベッラは、まったく見ず知らずの男を、ただ詩人であり糞族であるとしづ資格

のみで、自分の救世主であると想像して愛し、そして殺されてしまったというわけで

ある。それならこのドラマは、たんに自分の想像力の犠牲になった無垢な処女の悲劇

であるというにすぎないのか。いや、そうではない。この血塗られたドラマの謎はも

っと深いところにある。というのも次のような奇妙な事実をクローチェが付け加えて

いるからである。すなわち「残存するイザ
、

ベッラの詩のなかのどこにも、サンドヴァ

ノレ ・ デ ・ カストロと文通を交わしていたという言国拡を見つけることはできない。〔一 ・ 〕

苦しみに耐えつつ自由をただ
、

求めていたイザベッラが、はたして彼の愛情に応えたと

いえるだろうか。ト ・ づサンドヴァルが教師の仲介によって、彼女の甥の伝記言芯音〔マ

ルカントニオ〕によればただ一度、彼女に手紙と詩を送り届けたということであり、

この国に流れる噂によれば、彼は数度手紙を送り、彼女がそれにたいする返事を送っ

たということになっている列。 すなわち妻名義によるドン ・ ディエゴ
、

からの文通が

イザベッラにわたっていたことは確からしいが、その手紙にたいして彼女が返信（返

歌）を送ったかどうかに関しては憶測と噂の域を出ないということである。もしそう

なら、彼女はまったくの菟罪である可能性があり、ただ好き者（口数寄者）のスペイ

ン貴族に見初められたという理由のみで殺された公算が高くなる。真相ははたしてど

こにあったのか ・ ・ ・ われわれに知る術はない。ただ
、

イザベッラの肖像が建つヴァルシ

ンニの町では、いまも彼女の悲劇にまつわるモッラ家の現われた歴史が人々のあいだ

で（まことしやかに）語り継がれている。ここまでがマンディアルグの戯曲で、あつか

われる物語の概要である。
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蛇足ながら、その後の顛末も鯖単に記しておく。 姉の殺害後、司法の追求を受けた
3人のうち罪に関われた2人（デーチオは直接殺人に加わっていなかったらしし＼）は

父のいるフランスに逃亡し、そこでファヴァー レに残った兄とはかつてドン ・ ディエ

ゴの殺害計画をたてる。 イザベッラ殺害の翌年である1546年の秋、ドン ・ ディエゴ
、

の家臣を買収し、彼が隠遁先のベネヴェントから妻のいるボツリー タに通っていると

いう情報を手に入れた三人は、その途上にあるノイア（Noia、現ネオーポリ Neopoli)

の街道で彼を待ち構え、火縄銃を3発はなち彼を殺害する。 「一発自は彼の自に命中

し、二発自もまた眉の下、三発目は首に当たり、彼は後頭部からくずおれた判。 こ

の殺害にたいしてスペインの可法当局は 「彼はその行動の浮薄さゆえに殺された由、

というのも彼は男爵の妹のもとを頻繁に訪れていたからJというで、っちあげの供述に

より幕引きとしている。 一方ナポリ側では可法の追求が続いたが、ドン ・ ディエゴ殺

しの共犯者として長男（マルカントニオ）の長期拘禁という判決を課すのみで、結果
として領地内で、起こった異国人とのスキャンダルをもみ消すことを優先させた。 3人

の兄弟は当然ファヴァー レに身を置くことがかなわず、父ジョヴァン ・ ミケー レのい
るフランス宮廷に保護を求め（しかしすでに父は亡くなり兄のシピオーネがカトリー

ヌ ・ ド ・ メディシスの書記宮として仕えていた）、1600年頃までこの姉の春恋 の地で
生を営んだとし 1う。

2) 『イザベッラ・モッラJの構想、におけるクロ ｝チェとの呉国

マンディアルグはこのクロ ーチェの著述を読むとすぐに戯曲の構想にとりかかっ

た。 「わたしは実際、 いや増す陶酔とともにこのテクストを書き上げ、イザ
、
ベッラの

詩篇を時に応じて利用しました。 それらのうち10篇か12篇ほどのソネと3篇の無韻

律のカンツォーネが、 いくつかの図書館に保存されていたのです 3円。 戯曲には事実

イザベッラによる11篇の詩が引用されているが、それらもクロ ーチェの引用した箇
所からの孫引きではなく、 みずからオリジナルの文献にあたったことが確認できる。

しかし筋立てや登場人物、細かい事実にかんする情報はすべてクロ ーチェの記述をも

とに構成しており、作家の告白どおり、クロ ーチェの本が直接的なインスヒ。
レーシヨ

ンとなってfいや増す陶酔とともにjこの戯曲の執筆にとりかかったのだ
、
と信じてよ

ただ
、
しマンデ

、
イアルグは 「歴史的な事実jにかんしては全面的にクロ ーチェに依拠

しながらも、いくつかの部分で、オリジナルの設定を盛り込んでいることも事実である。

まずなにより、マンディアルグはクロ ーチェが噂や臆測に基づくものとして保留した

部分、すなわちイザベッラがドン ・ ディエゴの恋心に応えたか否かにかんする部分は、

完全に肯定の態度をしめしたままで話をすすめている。 ただし彼女がドン ・ ディエゴ

に会ったことがないとしづ事実だけはそのまま採用して、である。 ここからマンディ

アルグがこの戯曲を、架空の恋人を想定し（実際ドン ・ ディエゴは戯曲には登場 しな
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い）、 みずからの想像力の犠牲となって殺された女性詩人の物語として構想しようと

したことが明瞭にわかる。クロ ーチェの記述を読んで、なおこの設定を貫き通したのだ
、

から疑う余地がないだろう。おそらくマンディアルグはイザベッラの物語を読み、そ

の悲劇に共感したからこの戯曲を思いついたのではなく、みずから包蔵する主題がま

ずあり、その主題に共鳴する女性詩人の物語を読んだからこの戯曲を構想するにいた

ったのだ
、
と考えて間違いない。しかしマンディアルグが歴史にたいして誠実だ

、
ったの

は、そうしたイザベッラの恋心を正当化するような詩篇をけっして担造することなく、

彼女の書いたオリジナノレの詩篇のみを尊重して戯曲を書き上げたという点である。

ではマンディアノレグが包蔵していた主題とはいったい何だ
、
ったのか。それを考える

上で、けっして無視してはならないのが、クロ ーチェの記述のどこにも書かれていない

にもかかわらず、マンディアノレグが戯曲の進行に欠くべからざる中心主題として据え

たきわめて大胆な追加設定である。それはイザベッラを殺めた3兄弟が実の姉にたい

していだいた道ならぬ性的欲望についての罪、すなわち 「近親相姦」 である。軽皇子

と衣通姫の伝説やボノレジア一族、「青し、血jのハフ
。
スブノレクを例に挙げるまでもなく、

貴族F街戎における高貴な病としての近親相姦はふつう、ある種の精神上の特権意識か

ら発する（綴れなき一族への）倒錯的な愛情として知られている。しかしこの閉ざさ

れた南イタリアの片田舎ファヴァー レの貴族であるそッラ家においては、あくまでも

マンディアルグの設定においてで、あることを断った上で、だ
、
が、こうした精神的な貴族

意識は孤独な自然のなかに風化し、逆に聖子蛮な肉欲と卑しい嫉妬がそれに取って代わ

っているのである。イザベッラのたった一人の妹ポリツィアは3人の兄によってすで、

に手込めにされており、そのことを問いただ
、
すイザベッラにポリツィアは臆面もなく

次のように答える。 「正直なお嬢さん、 お開きなさいな、 私は感じもしない苦しみを

忍んでいるふりをしながら、流れもしない涙を無理やり流しながら、彼らの要求を受

け入れているのよ、それにその戯れは私にとって愉快だ
、
し、笑わずにはし 1られないも

のなのよ。それに彼らもまた、自分の仕儀がこの上なく上手くいったことに満足して

笑っているのよO 彼らは畜生ではないわ 38）」。 すでに一族のあいだに瀬漫するこうし

た聖子蛮な風俗にたいしてイザベッラは 「彼らは魂や言葉によるあらゆる高揚（toute
l'elev組ondel’ame ou du langage）を軽視しているのだわ 3

9) Jと抗弁する。 また妹を諭
すようにfそんな関係はかりそめの愛（des amoure悦s）でしかないのよ、 可愛いポノレ

ツィア、恋愛があなたにたいして絶対的な支配をおよぼすとき、あなたがそんなもの

は投げ打ってしまうことをわたしは望みます 40
) Jと言ったりもする。こうした台詞か

らもわかるように、彼女にとって詩による言葉の交換こそが唯一絶対の愛の定義であ

り、 ドン ・ ディエゴはそれゆえ肉体を廃絶された柄生、すなわち 「詩（人）Jとし、う

記号に還元されざるをえないのである 41）。なぜならfわたしが授かり、またわたしの

前生理由でもある天与の才に忠実に従うなら、わたしが欲し、わたしが愛すべき男は

詩人であるのだからめんそれを 「全く理解の外だ
、
わj と拒絶反応をしめすす未にたい
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してイザベッラはさらに、決然と 「あなただ
、
ってわたしが彼と知り合うことを拒んで、

いることはもうず っと以前からご存知なのでしょう 43
)Jと言い放ち、 ドン ・ ディエゴ

との恋愛関係をあくまで精神上の交歓にすぎないのだと割り切ってみせる判。 こうし

てマンディアルグはファヴァーレの城というひとつの閉ざされた空間のなかに肉欲

による？起集と詩による快〆 、すなわち肉体と精神の対立構図をっくりあげるのである。

それゆえ肉体の側に化身する3人の兄弟が、精神の側に立つ詩人イザベッラを殺害す

るという筋書の展開は、必然的に肉体による精神の殺害という主題へと収飲すること
になる。 それではこうした肉体と精神の相克の問題に近親相姦のテーマはどのように

関連付けられているのか。この点にかんしてマンデ
、
イアルグは明 i決に答えているO

「近

親桔姦のテーマO 近親相姦にかんする小説は現在ではもはや受け入れられません。 そ

れはその通りだとお答えしましょう。 近親相姦的な恋愛は、愛のひとつの過剰

(ou国nee） な形式ではありますが、 わたしにとって非常に情熱的なものに思われる

のです。〔・・・〕これ 〔fイザベッラ ・ モッラJ〕は詩（poesie） を主題とした戯曲です、

そしてわたしの知るかぎり、詩を主題とした最初の戯曲なのです。 正確には、近親桔

姦的な嫉妬を基調とした詩の暗殺爆！なのです 45）」。 詩を主題とした最初の戯曲と言い

切るあたりに作家としてのマンディアルグのま今持がうかがえるのであるが、 ここに

f過剰の形式jとしての近親相姦のテーマを絡ませたところに、クローチェの記述を

（乱暴に言うなら）意図的に曲 解するマンディアルグの真の目的があったことをけっ

して見逃してはならない。 そしてここにこそ、マンディアルグが 「戯曲Jというジャ

ンルを選んだ決定的な理由があるのである。

3）エリザベス朝演劇のバロック・イメ ージ

マンディアルグは1964年の対談のなかで、 対話者にシュノレレアリスムの影響を関

われた際に次のように答えている。 「わたしは絶えず反古典主義的な美学、 すなわち
バロック、プレシオジテ、 エリザベス朝演劇、ロマン主義そしてシュルレアリスムに

魅せられてきました。〔・・・〕わたしは過剰（1ラoutrance）、 暴力、 自分自身や自分の感

情、告分の思考をとことんまで突き詰めてゆこうとする欲望を愛しています。 こうし

て夢や魂の夜の傑に属するすべてのものがわたしを魅するのですんそしてこの対談
の最後にエロティスムを言説直にして、 「それはさきほどわたしが言及した『反古典主

義運動のもつ過剰(l'ou回nee）』の一部をなしています。 それはあらゆる芸術とあら
ゆる断え（17世紀で、あればマニエリスムの学派、18世紀で、あれば霊侯爵によって）

のなかで、解放する偉大な炎のひとつな’une des grandes flammes liberatrices）なのです」

と語っている始。反古典主義に属する一連の美学とそれらにもとづいて人聞をf解放

するjエロティスムの斬教をマンデ
、
イアルグは 「過剰jという言葉で総括する。 すな

わち過剰なエロティスムの形式としての 「近親相姦jは、反古典主義的な美学の系譜
に含まれるということである。 さらにマンディアルグは1963年の対談のなかで次の
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ようにも語っているO
「わたしのレシの大部分に、 過剰な’OU仕組ce） と呼ばねばなら

ぬものにたいする秘められた傾向があります。〔一・〕こと幻想、となるや、ことエロ テ
イスムとなるや、わたしは極端に緊張したいくつかの場面を書き、 ロマン主義的ある
いはバロックと呼ばれうる、またエリザベス朝的とも呼ばれうるような過剰に属する
いくつかの場面を書くようにつとめています 4ηj。 ここではとくにバロックやエリザ
ベス朝演劇との関連から f過剰J を問題とし、戯曲を書く以前からすでに自作をバロ

ック演劇的な傾向において自覚 ・ 分析していたことが分かる 48）。
マンディアノレグはフランシーヌ ・マレとの1975年の連続対談のなかで、 fわたしは

バロックの精神や形式を愛しています。 〔・・・〕あらゆる戯曲の中でも、 エリザベス
朝演劇より以上に好きなものはありません 特）」と率直に告白し、 さらにそのfエリザ
ベス朝文学のもつバロック風文体Jについては 「その文体には幻想にまで誇張させら
れ、推し進められ、高揚させるものがある刊と語っているO さらに後段では、 「犯
罪、血まみれの行為、自殺、 たんに死に関する新丙、これらは新しい幻想にある高貴
さそ輝きを添え、情動的な力強さを備えた演劇に遣する 51

)Jと答えている。 すなわち
マンディアルグにおけるf新しい幻想j の要件には、血や犯罪、 エロティスム、死な
ど16世紀のエリザベス朝演劇が主題としたこれらのバロ ック ・ イメ ー ジが必要不可
欠なのである 52

)0 具体的なイメ ー ジとしてマンディアルグはつぎの例を引いている。
「わたしが思い出すのは、われわれがエリザベス朝期の悲劇や短篇の中に何度も見出

すーっのテーマあるいは一つの魅力的な慣用、すなわち短万の一撃で、傷つけられた夫
の体を柔らかな支えにして、 その上で妻が凌辱されるというものだ 5

3)J。（ファリッ
ク ・シンボルとしての）ナイフによる殺害と陵辱、 エロ ティスムと死、マンディアル
グが『イザベッラ ・モッラ』に盛り込んだ主題そのものがここにある。 すなわちマン
ディアノレグが創造する幻想、の主題とエリザベス朝演劇のもっている反古典的な主題
とが、おなじバロック ・イメ ー ジにおいてつながっていることがここから明瞭に見て
取れるのである到。こうしてマンディアルグの考える 「新しい幻想jのヴェクトノレが、
クロ ー チェによるイザ

、
ベッラ ・モッラの記述とぶつかり、 同じ16世紀のエリザベス

朝演劇のもつ共時的なバロ ック ・ イメ ー ジへとつながっていったのだ
、
と推論で、きる。

マンディアルグが『イザ
、
ベッラ・モッラ』を戯曲として創作しなければならないと感

じたのは、こうした誼観（インスヒ
。
レーション）が働いたからだと考えられるだろう。

かねてより創作の糧としてそのイメ ー ジを大事にしてきたエリザ
、
ベス朝のバロック

演劇が、イザベッラ ・モッラというヒ ロインを得て、マンディアルグのなかで、突如と
して具体化したのである。 マンディアルグが嬉々として創作に励んだであろうことは
想像に難くない。 とはし 1えマンデ

、
イアルグはこの戯曲をけっして伝統的なエリザベス

戟期の古典演劇として構想することはなかったO むしろ彼はイザ
、
ベッラを f現代型の

ヒ ロインherofue modeme55) Jとして舞台にあげるのである。
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4) 「残酷演劇Jと現代性一一神話の創出としての舞台
『イザベッラ ・ モッラJの舞台は、 バローをはじめとする演出家の創作意図とは別

に、衣裳や舞台装置など作家本人による演出指示が細かくト書きの部分に指定されて
いる。 たとえば衣裳は16世紀当時のモードを踏襲すること、 そして音楽は16世紀の
作曲家で、イザベッラとおなじパジリカータ （ノレカーエア）出身のカルロ ・ ジェズ

、
アル

ドの音楽を用いること 5めなど、時代考証をとりまぜた古典的な演出を指示する一方で、
兄弟3人がまたがる乗馬の代わりに店本製のオートバイをもちい、台詞のみの出演と
なる長男のマルカントエオや母親のドンナ ・ ノレイザの声をあからさまに磁気テープに
録音された音声で代用させるなど、 現代的なオブジェをも積極的に利用している。 こ
の点についての意図をマンデ

、
イアルグは次のように説明している。 「またわれわれは

いくつかの記号（signes）によって、 わたしの言葉の現代性（modemisme）を明らか
にできたことに満足を覚えました。〔・・・〕重要なのはシンボルであるということで、
こうしたリアリティ〔オートバイや録音テープ〕はそれによって重々しし可動きをなす
のです判。 この言葉からも明瞭なように、 マンディアルグは16世紀の悲劇という古
典的な素材をもちいながら、 rィザ

、
ベッラ ・ モッラ』をあくまで現代劇として構想し

たのである。 その言国匙にマンデ
、
イアノレグは次のようにも語っている。 「わたしのオー

トパイは、16世紀に関連させた比喰であります、 そしてご存知のごとく、過去へと降
下する多くの比喰を用いる古典麟とは逆に、 このオートバイの比日訟は未来へと噴き出
しているのです。それはアンドレ ・ ブルトンが大切にしている上昇感覚（sensascendant) 
をこれらの比喰に与えるのです 58）」。 マンディアノレグはこのf上昇感覚jとしづ
を、1965年に出版されたスタンダーノレの『恋愛論 De !'Amour.』についての評論書『ベ
イラムール Beylamoud.〔スタンダーノレの本名HenriBeyle にたいする愛とし 1った意味〕
のなかで、 「偉大な生の流れ （grand courant vital) Jにしたがう感覚と定義づけており、
シェイクスピアやエリザベス戟演劇が扱う恋愛的な諸事件をこの感覚と結びつけて
論じている 5

9）。 すなわち日常的な出来事（たとえば恋愛沙汰）が突如として非E常的
で幻想的な色合いを帯びる感覚こそが 「上昇感覚jなのである。 マンディアノレグはこ
の上昇感覚を観客の内に醸成するためのな七喰jとしてオートバイや録音機といった
現代的なオブジェを活用したのである。

もちろん多少とも外連味を感じさせるこうした舞台演出だけで現代精神が発揚さ
れるなどとはマンディアルグも考えていない。 あくまでもそれは演出上の 「比喰」 で
あって、 「主題jはまたZIJのところにある。 マンディアノレグはバローによる初演の舞

台に付した短い自｛乍紹介文のなかで、 ヒロインのイザベッラについて次のように述べ
ている。 「この 『ヒロインJについて、 ここに一篇の短い戯曲がある。 この戯曲は、
アントナン ・ アルトー的な意味において、エリザベス朝演劇の精神に欠けることなく、
それがむしろ現代精神 （I’esprit modeme）に近いことを証明することで、 彼女の栄誉
を称えている叫ん ここで注目したいのは、 マンディアルグが 「現代精神jと 「エリ
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ザベス朝演劇の精神jをつなぐ仲介的な存在としてアントナン ・ アルトーの名前を出

しているところである。 また53rJの言い方をするなら、 エリザベス朝演劇とアルトーが

その著『演劇とその分身 Le Thea.舵 etson doubld のなかで提唱した 「残酷演劇也品田

de lacruau偵の理論とに通底する精神が 「現代精神jという言葉で表現されているの

である。

では16世紀の物語を現代精神において表象する 「残酷演劇jの演出術とはいかなる

もので、あるのカ「o fわたしはアントナン ・ アルトーと残酷演劇を心から信奉していま

す 6
1）」と率直に告白するマンデ

、
イアルグにとってそれは、彼の考える現代演劇の中心

概念でなければならなかったはずで、あるO アルゼンチン人演出家ホルへ ・ ラヴェッリ

についての評論のなかで、マンディアルグは彼の演技術に触れて次のように書いてい

る。 「演劇は狂った動物のように観客に襲し 1かかるものでなければならない。〔・・・〕

こうした考えは古代ギリシア人やエリザベス戦期のイギリス人たちによって予感さ

れ、その後アルトーによって認識されるにいたったので、あると思われるが、今日では

新！日大陸の多くの演劇人がこうした考えを利用している。 すなわち演劇を、公衆と分

け合う本物の幻覚（hallucination）とするのだ 6
2）」。 こうした「技巧組自ceJ によるf妄

想（delire）の共有」が防相辛なファンタスマ ゴリーの行為」となり、それが観客のあ

いだに「束の間の解放をもたらすJのだとマンディアノレグは続ける 63）。 ここには京税年

に 「残酷演劇Jの理論が適用されており、アノレトーの考える演劇による 「神話の創出j

が問題とされている。 たとえばアルトーは次のように書いている。 「神話を創造する

こと、 これこそ演劇の真の目的（ol求。であり、 普遍的で巨大な外観のもとに人生を

解釈し、 その人生から我々が好んで立ち返るイメ ージの数々を引き出すことである

併）J。 ここでアルトーが言っているのは、演劇舞台を現実の問題を解決のための神話的

空間とし、そこで、無意識の残酷性の発露とともに精神的に浄化されることを目指すこ

とが 「残酷演劇Jの役割なのだということである。 マンディアルグが 「幻覚 Jや 「妄

想jという言葉で示しているのもこのアルトーによる 「神話jに違いなく、 それを共

有することで 「束の間の解放Jがもたらされるのである。 神話とは個人性から普遍性

への跳躍であると考えてよい。 イザベッラにとってこの跳躍（あるいは上昇感覚）の

ための媒質こそが 「詩Jなのである。 彼女はドン ・ ディエ ゴの軍人的気質（里子蛮）と

詩人的資質（脳集）について揺れる心情を告白しながら、 ポリツィアに次のように語

りかける。

分からないわ、 と言うよりむしろ、 わたしのうちに彼の占める位置が何も確か

ではないのよ。わたしの身体のあらゆる部位に詩がしみ込んでいることは確かよ、

間違いないわ、 でも時折、 昼よりも特に夜、 わたしのこの肉体の容器の、 ある特

定の場所へ全思考を委ねることを享楽することがあるの。 たいていは乳房の一つ

に、 あるいはまたその両方に。 そんな時わたしは歌を思い出すわ、 それは普遍的
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な調和を帯びているの、 日の出によって極彩色になる朝露の一つ一つが世界を隈

なくオリエント風にする偉大な曙の性質を帯びるように、 それでわたしは、動捧

のする2つの丘陵、あるいは聖なる言葉がほとばしり出る2つの火山の深奥にお

いて、 その調和とともに、 その調和によって、 その調和のためだけに相生するの
よ。 ヴェズーヴィオ、エトナ、わたしの胸が激しい霊感で重くなるとき、 この一

対の乳房をわたしはこう呼ぶのよ。 ウノレカヌス、 ストロンボリ、わたしの内側の

溶岩が軽くなったとき、わたしはこう呼ぶの的。

イザ
、
ベッラのうちに満たされた詩が彼女を酷薄なファヴァーレの現実から解放し、南

イタリアの大地へと開化させる。 身内に詩を感じることで、イザ
、
ベッラの魂は肉体に

よって関じられた個人性を脱し、自然（宇宙） の普遍性へむかつて聞かれるので、あるO

ヴェズーヴィオ、エトナ、ストロンボリは（シチリア群島を含む）高イタリアを代表

する活火山であり、 ウルカヌスは火山の象徴としてのローマ神話の火の神で、あるO マ

ンディアルグはバロック的な想像力をとくに古典主義的伝統を焼き尽くす「炎Jと形

容することを好み、とくに炎のインスヒ
。
レーションをうちにたたえた火山というイメ

ージを詩人や画家に適用し、オクタヴィオ ・ パス、マックス ・エノレンスト、アンドレ ・

マッソン、ホアン ・ ミ口、そしてジャック ・オーディベノレティらを「火山性volcanismeJ

の芸術家と位置づけている的。 かようにマンディアルグにとって、バロックのインス

ヒ
。
レーションたる炎は火山との関連から引き離して考えることができず、 その火山に

よって地表を覆われたイタリアは、こうした「火山性jの詩をつねに啓示する場とし

て考えられていたのである。 それゆえ南イタリアの火山を二つの乳房と同化させるイ

ザベッラのアナロジックな想像力は、彼女を詩 そのものの擬人化された姿として提示

するとともに、大地の女神ガイアのような神話性のイメ ージで、つつみこむO それゆえ

fイザベッラ＝詩jの抹殺は、神性を帯びた身体への官涜となり、肉欲におぼれる妹

のポノレツィアはイザベッラを前にして思わず「聖女イザベッラ（Sainte Isabella）、純潔
なる人、罪人たるわれわれのために捕らえられーめjと漏らし、 モッラ家の若い石使

いカルリナも「われらに析りを、聖母イザベッラ様（madona Isabella) 6
8) Jと彼女を崇

める。 そしてマンディアルグの最大の創作部分で、ある第二幕後半のクライマックス、

すなわち兄弟3人に捕らえられ縛られたイザ
、
ベッラが「嘘」をついてドン ・ ディエ ゴ

と密通を交わし処女を失ったと告自する場面においては、 ト書きに「この瞬間から、

彼女は違う世界の中にいるようである。 兄たちは、一種の不安を感じて彼女を酷く扱

う。 光が弱まる。 イザ
、
ベッラはプロジェクターの光に照らされる 69

)Jとあるように、

後光を身に帯びた彼女は、人類の嬢罪のために身を犠牲にするキリストのごとく、兄

弟妹たちの肉欲の罪を背負って殉死する聖女のごとくあっかわれるO こうして詩と神

性を体現したイザベッラは、舞台上で肉体における死というイエシエーションの場面

を観客に啓示するのである 70）。 こうしてイザベッラは残酷演劇の理論にしたがって神
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話を創出する 「現代型のヒロイン」となる0

5) 「残酷演劇UJと錬金術
「残酷演劇j の理論において「神話」を創出することを力説したアルトーはまた、

演劇空間を神話化することから起こる作用について、 錬金術のイメ ージをもちいて次

のように書いている。すなわち、 この劇場で演じられる大いなる賭けは、 「実際に

(reellement）黄金を作り出し」、 fあらゆる外観を、 精神化された黄金と同等の存在と

なるただ一つの表現へと溶かすj 、それゆえ 「演劇の原理と錬金術の原理との間には、

本質にかんする神秘的な同一性がある」ということである 71）。アルトーはこうして、

演劇と錬金術との親近性（同一性）を、 物質的に演じられる舞台を通しての観客によ

る精神の浄化という一点において示す。中世以来ヨ ーロッパに伝承されてきた錬金術

の理論は、 卑金属を黄金に精製する 「大作業 GrandαuvreJ をとおして、 錬金道士の

精神を錬磨することが真の目的とされた。10代の頃からルドルフ ・ シュタイナーやエ

リファス ・ レヴィの隠秘哲学に親しんできたマンディアルグは、 当然ながらこうした

錬金作業のもつ理論的側面についての深い洞察を得ていた。それゆえつぎ
、
のように錬

金術を語る彼の口調は、 伝統的な錬金術の理論に支えられて構築された知識に他なら

ないのである。 「物事が二重化しているのです、 なぜなら、 錬金術師のなかには非金

属から黄金を作り出すものもありますが、 実験室の実験と問時に、 つねに魂の浄化と

いうことがなされなければならなし功もです。人間が賢者の石 (pierre philosophale) 

を手にすることができるのは、 魂がもっとも高齢辛となったときなのです 7旬。マンデ

ィアルグがこうした錬金術の理論を作品に投影したことは理の必然と言えるだろう。

事実、『イザベッラ ・ モッラ』のなかに次のようなやりとりが見られる。ドン ・ デ

イエゴとの手紙の交換を仲介した文学教師（トルカ ート）を殺した兄弟たちが、縛り

上げたイザベッラにそれを冗談まじりに告げる場面である。

デーチオ：見間違いだ。彼女は微笑まなかったし、決して微笑まないだろう。俺

は大いに信じたいものだね、彼女が共鳴し合う我ら三人組の中に、火である〔feu:

今は亡き〕 トルカ ート先生からおそらくご教示があったとおりに、 そこから大作

業がはじまる硫黄、 水銀、 塩の結合を認め、 尊重することを。

ファー ピオ：まさにおまえの言うとおり。火・・・しかしアタノ ーノレは彼女だ、そし

て彼女の中にこれから我らが仕上げる作品について彼女は何も知らないのだ 73）。

かなり露骨に錬金術の用語を鎮めた台詞のやりとりである。すなわち 「火j r （大）

作業J （あるいは f作品 l'reuvreJ ）、 「硫黄、 水銀、 塩J 、 「アタノ ーノレj がそれにあた

る。残酷演劇における演劇と錬金術の一致というイメ ージがここに投影されていると

考えることができるだろう。しかしそれだけではない。先に引用したポルツィアとの
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やりとりのなかで、作家は 「火山jとイザベッラを同一視することによって、炎の隠
喰である詩を体内に満たした詩の化身としてのイザベッラを象徴的なイメ ージとし
て提出した。ここでも錬金作業で使われる火を保護する反射炉としての fアタノ ーノレj
を彼女のイメ ージと向一化している（丸みを帯びたアタノ ールの形態と女体とのアナ
ロジーを指摘する専門家も多い 74））。 すなわち 「火＝詩jを内部にたたえたイザ

、
ベッ

ラという間ーのイメ ージを錬金術の象徴を通してふたたび呈示しているのである。 こ
こにはマンディアルグの詩論が深く反映している。 f錬金術の効力を、その実践者の
魂の昇華という厳密な一点に単純化するとするならば（そして私にはその点が疑わし
いとは思わないが）、錬金術と詩句oesie） との聞の親近性は明白ではないだろうかj
とマンディアルグは端的に述べたあと、 「錬金術を、あるいは秘教として伝えられて
いる技術や知識を知ることで自らを高めようと欲するすべての者たちにとっての最
低限の学科であるシンボリズムの実践は、平凡さから身を引き離し、絶えず詩人の思
考が進化し、爆発する『天上の celestesJI あるいは『超人間的な surhumainsJI 空間へ
と、出来得る絞り近付くために利用することができる上昇のための最良の道具ではな
いだろうかJ と、シンボ

、
ルをもちいたアナロジックな想像力という点における錬金術

と詩との同一性を強調する 75）。 そしてそれが詩人を 「超人間的jな、言うなれば神性
を帯びた前主として 「天上jへ引き上げるのだとし＼う ？の。 アルトーの残酷演劇が提唱
する 「神話としての演劇J と 「錬金術としての演劇jがこうして『イザベッラ ・ モッ
ラ』の舞台の上で具体的なイメ ージをとおして結晶するのである。

マンディアルグがあくまでこの演劇を 「現代的 modemeJと称した所以はかくのご
とくである。 彼は舞台上で 「現代の神話jを語り、体現しようと目論んだのだと考え
られる。 すなわち、イザベッラとはマンディアルグの詩論そのものの化身で、あり、そ
れを拐殺する兄弟は68年以降のフランスの現実そのものの象徴だ

、
ったので、ある （そ

れゆえ彼らはオートバイにまたがる）。 詩によって現実を変革しようとしたアンド
レ ・ ブルトン、ひいてはシュルレアリスムの理想を継承する詩人マンデ

、
イアルグによ

る束の間のシュルレアリスム劇を、われわれはこの『イザベッラ ・モッラ』のなかに
みとめることができるのではないだろうか。 演劇的フィアスコはかようにして fシュ
ルレアリストJ マンディアノレグの輝かしい栄誉となる。

注

1）モニック ・ ペティヨンが指摘するように、マンディアルグにおいて 「優れた短篇作
家、小説家、批評家、演劇作家としづ名声が、いわゆる詩作品をいくぶんなりと覆い
隠してしまっているJ(Monique持制on，《M加diargues, l'alchimiste », Le Aゐnde des livres, 

20 juillet 1979, p. 20）ことに異論の余地はない。同様にアラン＝ヒ。エーノいピエも、「1943
年にマンデ

、
イアルグがし 1くらかの読者を獲得したとしても、今日なによります背皮が知
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られているのは、 レシ〔短篇〕や小説の作者としてである」 (paysagepoetique d 二4ndre
Aりre de Mandia噌ues, ed.cit., p. 10） ことを指摘し、 そのうえであえて詩人としての側
面に光をあてた研究に着手している。 なおマンデ

、
イアルグの言割乍品については拙論

「マンディアルグの詩における視線の変容一一「窃視者の視線jから「エロスの視線J
へJ（『仏文研究』、京都大学フランス語学フランス文学研究会、第47号、2016、pp. 69醐89)
を参照のこと。
2）《C’est la poesie中’onぉsass担e…»， en仕·etien avec Jean-Louis Ezine, Les Nouvelles 

litteraires, 6-12 mai 1974, p. 21. 

3)C£「わたしの小説はとても込み入っています。それらのひとつひとつは 3年から 4
年かけて書きますJ C«Andr臼ieyre de Mandiargues », en悦tien avec Bettina Knapp, French 

Novelists 争eak Out, Troy, 1976, p. 49）；「わたしはいつも遅筆であり、 非常にゆっくりと
仕事をします。ただ、 つねに状況（circons匂nces） を問題にする詩の場合は別ですが。
小説、 それはまったく別物なのですJ(Rene Bourdier, « Andre Pieyre de Mandiargues ou le 

Goncourt en ma伊de la course », entretien avec Rene Bourdier, Les Le伽片·anc;aises, 22 

novembre 1967, p. 4）。しかし遅筆であることは「幻想作家Jとしてのマンディアルグ
がとる必然的な戦略であることを見逃してはならない。すなわちレアリスムによる入
念な締部の書き込みは、 テオフィノレ ・ ゴーティエを先駆とする近 ・現代的な幻想のス
タイノレとしてマンディアルグが採用するもっとも根元的な文体的特質なのである。こ
の点にかんしてベルナール ・ ノエノレは次のように書いている。 f伝統的には、 描写が
入念になればなるほどレアリスムであるといわれるだろう（そしてレアリスム作家の
資質は、彼がただトロンプルイユを作り上げているのだということを忘れさせること
にある）。 マンディアルグの場合は、彼が創作すればするほど念入りになってゆくの
だが、彼の入念さは想像世界に実質をあたえ、現実をもとにしてだますことを第一と
する。彼の非現実性のレアリスムは、 ひとつひとつの語を限界まで、震えさせることへ
といたるJ (Bernard Noel, Treize cases duje, Flammarion, coll.« Texぉs», 1975, p. 39）。
4)Ma耐euGaley，《 Quand les “ gros cubes ”ecrasent la poesie », Les Nouvelles litteraires, 13 
mai 1974, p. 20. 
5)Jdem. 

6)Jdem.しかし問時にギャレは、つとにエロティック作家として世評の誤解を受けてい
たマンディアルグにたいしても同情的な見解を示している。 f『イザベッラ ・ モッラ』
の作者の演劇的不運を説明するには、 おそらく、 こうしたささいな前兆が不可欠であ
ったO 有名税というべきその「悪評Jが、彼に付きまとっていた。マンディアルグは
死よりも強い、言葉についての、 肉体の拷問に打ち克つ頭脳への愛についての美しい
対話詩を書いたので、あったが、 人々は彼の戯曲を、（皮革や太いシリンダーを基調と
したその道具立ても相まって） 一種のエロティックな悲劇なのだと考えようとしたj

(idem.） 。
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ブ）Gilbert Chateau, « Thea悦 »， NJ沼F,n° 261, 1er septembre 1974, p. 119-120. 
8）舞台演出には適さない戯曲そのものがかかえる本質的な欠点をアンドレ・ ミゲルは
するどく指摘する。 「 ただ惜しむらくは、マンディアルグの戯曲にはドラマティック
なあらゆる枠性が欠けており、展覧（1’exposition）という段階をほとんど超えておら
ず、ただ

、
舞台の上に一 連のバロック的な多色仕立てのタブロー を提供することができ

ているというにすぎないのであり、それはアクションそのものを見せるというよりも
アクションの呈示価出回世on）となっているのだ」（Andre Miguel, « Andre Pieyre de 

Mane加忠1es : Isabella Morra »，λTNRF, n°259, 1 er juillet 1974, p. 117) o 

9) Gerarι訪問S Farcy, « Du cote du出品せe et du c凶ma»，おお PlaisiraAゐndiargu,es,actes 
du collo司ue du centenaire, Caen-IMEC, dir. Marie ”Paule Berranger et Claude Leroy, Herm紅民
2011, p. 244. 
IO)Enせetien avec Jean-Louis Ezine, art.cit., p・21.
11）マンディアルグはポンジュをイタリア人画家ジヨノレジョ ・ モランディと比較し、

「彼は自発的な近視線状態（myopie volontaire）のなかに関じこもり、言葉をもちいて
行動するのだJ (APM, « Pre白ce», Morandi， αuvres de 1912 a 1962, V道知d etGalanis

ラ

1968, non pagine）と書いている。
12) Jean相Louis de Rambures, Comment travaillent les ecrivains, [entretiens], Flammarion, 1978, 
p. 123. 
13) 「 あなたにとって小説を書くことは例外的なことですねjと告げる対談者にたい
し、マンディアルグは次のように答えている。 f おっしゃるとおりです・・・ わたしは連
続した物をこさえるということがまったくできないのですよ・・・ あくまで精神的にで
すが、わたしはとても近視眼的（悦s myope）なのです。もっとも微細な詳細部分が、
わたしの集中力のすべてを要求するのです。おそらくは、当時の多くの作家たちと同
様に、わたしが賛嘆おくあたわざるレイモン ・ ルーセルの影響と、とりわけヌ ー ヴォ
ー ・ロマンの影響で、 しようJ C« Pieyre de Mandiargues devoile sa poesie », entretien avec 
So国a Lescaut, Arts, 16-22 d己cembre 1964, p.針。
14）《Entretien avec Andr己Pieyre de Mandi紅苔ues», entretien avec Yves de Bayser, Plexus

ラ

novembre 1969, n° 29, p. 45. 
日）Cf 「戦争以前は内気などもりで、旅行以外で、 は家にずっとこもり、人を避けてい
ました。まったく嫌な人間でした。私は神経衰弱だ

、
ったので、 すO 裕揺で働かなくても

よかったので、誰にも知らせず書いていました。まったく臆病だ
、
ったので、 すJ (Bettina 

Knapp, French Novelists 争eakαtt, [ entretiens］ラ Troy, New York, 1976, p. 50）。
16)Jdem. 

17) Andre Pieyre de Mandi 勾1es〔以後APM と略記〕，び1 satume gai, entretiens avec Yvonne 
Caroutch, Ga出mard, 1982, p. 109. 

18）『イザベッラ ・ モッラ』執筆後の1975年にマンデ
、
イアルグは、バロー の要求に従
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って、 鍾愛する三島由紀夫の『サド侯爵夫人助dame de Sa，制 を（英語の逐語訳を
介して）翻訳 ・ 上演している。対話のみによる典型的な台詞劇として知られるこの戯
曲が、 マンディアルグの対話にたいする感性を高め、 「『イザベッラ ・ モッラ』にくら
べ、 否定しえない進歩を示しているJ (G.-D.F訂q op.cit., p. 246） とフアルシーが評す
るように、 彼の次の戯曲『世紀末の夜 LaNuit se，αJ/aireJl (1979年）への見事な布石を

なしたことは間違いないだろう。
19) APM, L 'Age de craie, suiνi de Dans !es annees sordides, Astyanぽ etLe Point ouj初 suis,

Gall町1ardラ «Poesie », 2009, p. 10. 
20）《L'un et l'autre Mandiargues », [entretien avec Claude Bonnefoy], Les Nouvelles litteraires, 

n° 2692, 21-28 j民n 1979,p. 5. 
21) «Andre Pieyre de Mandiargues », 切なetien avec Claude Couffon, Les Lettres斤'{lrtc;aises, du 
5 au 11 novembre 1964, n° 1053, p. 4. 
22)En仕etien avec Jean-Louis Ezine, art.cit., p. 21. 
23) Entretien avec Claude Bonnefoy, dans Panoramα critique de la litterature moderne, Pぽis,
Belfond, 1980, pp. 362-363. 
24）《Les Multiples visages d’ Andre Pieyre de Mandiargues », m往etien avec Aliette Annel, 
長命rgazine litteraire, n° 257, septembre 1988, p. 103. 

25）マンディアノレグ作品における演劇性に言及した論説は数多く、 すべてをここに紹
介することはできない。代表的なものを挙げると、 fマンディアノレグはバロックであ
る、 これはいい過ぎでも、 言わな過ぎでもなしリと断言するサラ ・ ステティエは、 と
りわけ言制乍について、 「マンディアノレグの詩の空間は、 何らかの演劇性に欠くことは
無い。それは言葉によって建てられたバロックの舞台背景がもたらす快楽なのだj と
書いている（Salah Stetie, Sa/ah Stetie, Andre Pi，砂re de A伽diargues, Seghers, co江«Poとtes
d’aujourd’hui»ラ 1978,p. 76）。またマンディアルグの作品をバロックのエクリチュ ールや

絵爾から影響を受けたものと解釈するアラン＝ ヒ
。
エール ・ ピエは、その研究書の中で、

マンディアルグの詩情に触れて、 「こうしたシンボルやアレゴリ ーの利用は、 中世か

ら継承されたものであるが、 それはバロックの出現においていっそう加速する、すな
わちバロックのスタイルでは、視覚空間がスベクタクルや演劇化のためにつくりださ
れるのだ」と書いている（Alain-Pi町e Pill et, Pays age poetique d 'Andre Pieyre de 

Mandia母ues, Rafael de S百tis Edi討ons,1999ラ p. 51）。 ほかにもマンデ
、
イアルグの作品を

「聞かせるというよりもむしろ見させる（donner a voir） ために、 また観客のうちに、
同意以上に驚きを喚起するために作られた劇場Jであるとするオクタヴィオ ・ パス

(Octavio Paz,« Les Metamorphoses de la pierre »，ゐm Courant alternatif, Gallimαrd, 1972, 
p. 117）や、マンディアノレク

、
の作品とバロックの演劇性を関連づけて分析したアラン ・

クレノレヴァルの論文（Ala出Clerval,« Andre Pieyre de Mandiargues : Un erotique baroque »ラ

La Nouvelle Rei初 Franc;aise, n° 224, aout 1971, pp. 77-81） を挙げることができるだろう。
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26) Cf Yves Berger, « Andre Pieyre de Mandiargues »，必ns Ecrivains d 'aujourd 'hui 

1940-1960 : Dictionnaire anthologie et cri均ue，る匂凶sous la direction de Bern紅d Pingaud,

Grasset, 1960 ラ pp. 399-407. 
27）《Choquer est aussi modeme a gourd ’hui que precher au temps des croisades ... », enせetien
avec Claude Baignとres,Le Figaro litteraire : arts 平ectacles et formes de no的 temps, 20 avr丑
1974,p.I. 
28) Dominique Fernandez, Mere Mediterranee, [1965], Gr部set,《 Livre de Poche », 2000 ラ pp.
71“75. 
29) Benedetto Croce，玲te di Awenture di兵idee di pαssione, [1935], Edizione Laterza, 1953 
[te詑o ed位ione］ラ pp. 293-330. 
30）ただしマンディアルグはクロ ーチェの記述に全面的に依拠していたわけではな く、
個人的にも図書館などを利用して 、とくに戯曲の中に多用されているイザベッラのイ
タリア語の詩（作中では作家自身がフランス語に翻訳している） について の資料をお
おく収集している。 実際に、 ノルマンディ のカー ン大学に付震する現代出版資料研究
所（誌伍C,Abb aye d ’Ardenne, Caen）に残されたマンディアルグの「1971年一1974年j
の黄色い手帳には、1961年にモンテムロ ・ マテラ出版社から上梓されたイザベッラの

『詩集 CanzionereJl に載録された彼女の詩篇が入念に清書されている。C王Marie-Paule
Berranger, « Les Carnets de creation:« logiques d'incoherence》»，dans Plaisir a Mandiargues, 

actes du collo司ue du centenaire, Caen-IMEC, dir. M.-P. Be立寄1ger et Claude Leroy, Henn紅m,
2011, p. 130. 
31) B. Croce, op.cit., p. 312. 
32)1dem. 

33）ドン ・ ディエゴについて は当時から、 かなりきな臭い噂がつきまとっていた。 ペ

トラルカやベンボに心酔する彼は1542年にロ ーマでソト詩集を発刊しているが、 その
翌年、 どういう理由かは詳らかにし ないが、 ナポリ のヴィカリア（Vicaria） 大法廷で
欠席裁判の末に有罪判決を受け、 コ センツァの城は没収されている。 その後イタリア
を遍歴して フイレンツェの設立潤もないアカデミ ー に迎えられたが、そこでの言動が
人々の詞｜輸の対象となり 、 あし1かわらず「追放の身 で出頭を拒んでいたbannito e 
contumaceJ (ibid., p. 310）彼は、 1546年す なわちイザベッラ殺害の翌年、 教皇領のベ

ネヴェントに難をのがれ 、 ここから妻のいる ボツリータの城に通っていたO

34) Ibid., pp. 297岬298.
35)Jbid.ラ pp. 314聞315.

36) Ibid., pp. 320-321. 

3 7) Entretien avec Claude Baignとres,art.cit., p. I. 
38) APM, Isabella Mフrra, Gallimard, 1973, p. 20. 
39)1dem. 
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40) Ibid., p. 24. 

41）ちなみにガリマール社に提出したマニュスクリのなかでは寺 poesieJ という単語
は？？回も繰り返されていたとしづ。 CfEntretien avec Jean-Louis Ezine, art.cit., p. 21. 

42) Ibid p. 27. 

43)Idem. 
44）マンディアルグはここでその引証として女敵国の女神ユノーに捧げたイザベッラの
ソネを引用している。その冒頭 4 行の一連は次の匂で始まる。 「大いなるユノ－（Grande

Junon） よ、 お前の心は気高く／平凡な愛（amours 刊lgaires） を敵と遠ざけ／私の日々
を喜びで満たし、 私の年月を照らす／そなたのその清らかで誠実な熱情をもって
〔・・・〕j (ibid., p. 17）。
45) Entretien avec Jean聞LouisEz岳民art.cit., p. 21.また後年の対談においてマンディアルグ
は次のようにも言っているO

「イザベッラ ・ モッラをもちいてわたしが舞台にもたら
したのは、生活や夢の坪外にある詩の誕生であり、外的現実の残忍さによる詩の抹殺
であります。 それはまた女性のうちにおこる詩的高揚の男性的抑圧（repression
masculine de l'elan poetique chez la fer盟国） でもありますJ (APM, Un satume gai, en民知s

avec Yvonne Caroutch, Gall加iardヲ 1982, p. 151) 0 

46) « L' ange du bizarre est p鎚se p訂 la», entretien avec Pierre Ajame, Les nouνdies litteraires, 

9 janvier 1964, n° 1897, p. 3. 

47) « Mandi叩es, celui qui a白it peur aux jurys », entretien avec Alain Jou世oy, L 'Express, 6 

decembre 1963ラ p. 43.

48）後年、 マンディアルグはバロックの鞘敷をマニエリスムとの比較から端的に次の
ように表現している。 fマニエリスムの全作品は夢から引き出されたヴィジョン〔幻
影〕を示すと言えるのであり、 一方バロック芸術は本質的には演劇的なものである。
今日われわれが〔エル ・ 〕グレコの芸術をマニエリスムではなくバロックであると感
じるのは、 おそらく彼の登場人物たちのとるドラマティックな所作によるものだ。 彼
らは賞賛や苦しみ、 死などのこなしを見事に演じきるために、 明らかに『芝居をして
いる en scぬdのだJ (APM, «De出と:re les figures du Greco», Troisieme Belvedere, 

Gallimard, 1971, p. 51）。 一般にマニエリスム画家として知られるグレコをも、 マンデ
ィアノレグはその演劇的傾向においてバロックと位置づける。
49) APM, Le Desordi陀 de la memoire，切なetiens avec Francine Mallet, Ga出mardヲ 1975, p. 176. 

50) Ibid., p. 184. 

51) Ibid., p. 250. 

52）たとえばEグラマテイコポウロウは 「マンディアルグの書物には、『亡霊的
spec回l、怪物的 mons加eux、仮面的な masquell その全体にわたり、 エリザベス朝演劇
とバロックの刻印が読まれるj (Eugenia Gramma出oupoulo民« La Han se du spectacle 

ゐns la narration d’Andre Pieyre de Mandiargues », Roman et thed.舵：び1e rencon舵
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的配rgener勾uedcタns la litterature franc;aise, Editions Classiques Gan討伐2010,p. 188）と述べ、
マンディアノレグの幻想の語りにおけるエリザ

、

ベス朝のバロック ・ イメ ー ジを強調して

いる。
53)APM, «T認duire les組sabe由ains», op.cit., p. 318. 

54）とりわけマンディアルグを魅了したエリザベス朝期の演劇人にシェイクスピアが
いる0 1988年の対談で彼は次のように語っている。 「シェイクスピアについてまだ話
していませんでしたね。彼はかつて栴主した天才のなかで、 もっとも驚くべき天才の一

人です。 わたしは最近ボナをシェイクスピアの『ティトゥス ・ アンドロニクスJを見
に連れて行きました。 彼女は時々、 わたしが戯曲を書くときに、 いつも陵辱、 犯罪、
殺人を繰り返しとりあげるといって非難しますo しかしティトワス ・ アンドロニクス
は絶えざる血の泉なのです。すべての者がたがいに殺し合う、 わたしが多大な賞賛を
送るあのエリザベス朝演劇のなかでよく起こるようにJ (enなetien avec Aliette Annel

ラ

ぽt.cit.,p. 104) o 

55)Enせetien avec Claude Baigr時児島紅t.cit.,p. I. 

56）バジリカ ー タ州ポテンツァ県ヴェノ ーザ出身の音楽家ジェズアノレドは、1590年に
不貞の妻とその愛人を殺害したあと、 フェッラーラのエレオノ ーラ ・ デステと結婚し
た貴族階級の悪ぷ名高き作曲家として歴史的に知られている人物である。すなわちマン

ディアルグは意図的にイザ
、

ベッラと共通したイメ ー ジを有する音楽家を採用したわ
けである。 ただ絡かい点を指摘するなら、 ジェズ

、

アノレドは16世紀後半 に活躍した音
楽家のため、 正確にはイザベッラの生きた時代よりも半世紀ほど後の人物となる。
57)Enなetien avec Claude Baignとres，征t.cit.,p. I. 
58) Cite par Salah S絹ie,op.cit., p. 70. 
59)APM, « Beylamour », op.cit., pp. 195- 196. 
60) APM, « Isabella Morra», dans Cahier RenauιBarア似lt, n° 86, Gal訟nard,197 4, p. 30. 
61)E出etien avec Jean－主ouisEzine，剖.cit.,p ・ 21.
62)Domini弓ue Nares et Cole社e Go伽d,Lavelli, suivi d ’uneねde sur Orden et le百1eatre
musical, par Guy Erismann ; preface d ’Andre Pieyre de Mandi沼郡es,C加istianBoほgois
“iteur, 1971, p. 7. 
63)/dem. 

64) Let仕e d ’AntoninArtaud du 9 novembre 1932 adress己e a Jean Paulhan et citee par V 
Bぽtoli-Anglぽd,Le Surrealisme, Na血an,coll. 《 Universit，己 〉〉

ラ
1989,p. 112. 

65）《Je ne sais, ou plutotje ne suis sure de rien qui n'ait sa place en moi側meme.Que tous les
points de mon corps soient habites par la po缶詰，de cela je suis certaine, oui, et parfois, la nuit 
plutot que le jour, il me plarr de me porter tout entiとre en pensee dans un endroit precis de mon 
enveloppe chanielle. Dans I’m de mes seins, generalement, OU おns les deux ensemble. Alors 
j ’y reせouve mon chant,司ui participe de l ’harmonie universelle comme chaque goutte de rosee 
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diapree par le lever du jour participe de la grande aurore qui est al' orient de tous les lieux du 
monde, et je n' ai d’existence qu'avec elle, par elle et pour elle, au plus profond d’une double 
colline palpitante ou d ’un double volcan d’ou va faire eruption le langage sacre. V esuve, Etna, 
ainsi nommeてje ma paire de seins quand ma poitrine est lourde d'inspira討on violente ; Vi凶cano,
S仕omboli, quand mon poids de lave interieure est leger. » APM, op.cit., pp. 25-26. 
66)C王APM，《 Aigle ou Soleil », dans Le Belvedere, [1958], Grasset, 《 LesCahiers Rouges », 
1990ラ p.104;APMラ 《 Terres nouvelles », op.cit., p. 43 ; APM, « A force de moお »， NRF,

“Hommage a Jacques Audiberti ’
： decembre 1965, p. 1066. とりわけオーディベルティは

ギヨ ーム ・ ド ・ サリュスト、デュ ・ バルタス卿あるいはペレな ど、新旧のバロック詩

人たちと比較されている。
67) APM, op.cit., p. 67. 
68)Idem. 

69)Idem. 

70）この点にかんするジュリアン ・ グラックの次の指摘は非常に示唆的である。 fマン
ディアノレグの精神の劇場で、なされるほとんどすべての操作は、f見えるもの a 刊d へ
の変換である。演劇は、根本的には、ひとつの儀礼（c合emonial） である。 その儀礼

が導入されるのは、 自然的強制力（すなわちエロス）が情動的選択に完全に取って代
わろうとするときであるJ (Julien G隠cq, Carnets du grand chemin, Jose Corti, 1992, p. 241）。

要約すると、本来は理性によって整然 と行われるはずの儀礼的演技で、あるが、マンデ
ィアルグの場合、この関係が逆転し、エロスによる狂気の導入（嘘によるイザ

、
ベッラ

の妄想）が行われたときに儀礼が発動するのである。
71) Antonin Artaud, Le T百eatre et son double, [1938], Ga出mard，《 Folio/Essais », 1985, pp. 73 
et 80. 
72）《En佐etien avec Andr，るPieyre de Mandi紅gues », enな·etien avec Joyce O. Lowrie, 1万e
French Review, vol. 55, n° 1, octobre 1981, pp. 76. 
73）《Decio : Illusion. Elle n’a pas souri; elle ne sourira point. Je croirais assez qu'elle respecte 
en no仕e sympathiq切なio l ’union du sou企e, du mercure, et du sel, d’ounai仕·e le grand reuvre, 
selon qu’江lui fut probablement enseigne par feu messer Torquato. 

Fabio : Tu dis bien : feu ... Mais c’est elle qui est l' athanor, et elle ne sait rien de l' reuvre que 
nous allons executer en elle. » APM, op.cit., p. 57. 
74）たとえばユングは次のように書いているJ錬金術師の使うアタノ ールという溶鉱
炉に体の意味があるのに対して、蒸留器あるいは蒸留びん〔フラスコ〕 と呼ばれるも

のはヘノレメ ースの器であり 、子宮を意味 するJ (C. G.ユング『変容の象徴』〔野村美紀
子訳〕、筑摩書房、1985、p.253）。
75)APM，《 La Lune feuillee », op.cit., p. 291. 

76）この点にかんしてはミシェノレ ・ カルージュの次の考察も参照で、きる。 「詩的神秘の
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感覚をつかんだ者たちにとって、 詩 (poesie）は『神聖な行為』である。 すなわちそ

れは行為における通常の人間的段階を超えるということなのだ。錬金術のように、

は『原初的創造 creation primordialeJl の神秘に結びつくこと、 すなわちミクロコスモ

スという炉のなかで大作業（Grand-ffiuvre）を完遂させようとするのだJ (Michel 

Carrouges, Andre Breton et les donnees fondamentales du surrealismιGallimard
ラ

1950
ラ
p. 84）。
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